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ナナホシテン トウとナミテン トウの野外に

おける産卵開始時期と産卵場所の差異
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アブ ラムシを捕食す るテン トウ ム シ に とって,そ の幼虫期間

を通 し,餌 とな るアブ ラムシが 常 に 十分に 存在 している とは限

らない。そのよ うな場合,産 卵開始時期 と産卵場所 の差 異はふ

化 して きた幼虫の生存に大 きな影響 を 及ぼす こ とに なる。著者

は野外におけ る テン トウムシ の 産卵習性 につ いて調査 を行 い,

ナナホシテ ン トウとナ ミテン トウの 産卵 開始時期 お よび 産卵場

所 と,ア ブ ラムシの発生数 との 関連について 若干 の考察 を行 っ

たので ここに報告す る。

なお,本 文に入 るに先立 ち,本 稿 の こ校閣 をいた だいた 農 業

研究セ ンター畑虫害研究室の 内藤篤室長 に 心か ら御礼 申 し上げ

る。

材 料 お よ び方 法

産卵調査は1983年 お よび1986年 の4月 上 旬 か ら5月 中下

旬にかけて,栃 木県西那須野町 に あ る 農林水産 省草地試験 場内

のアル ファル ファほ場で 行 った。 アル フ ァル フ ァの 品種 はナツ

ワカバ,調 査は1条 の大 きさが0.6×8m,合 計34条 の 条播 区

で行 った。テ ン トウムシの産卵調査 はほぼ3～4日 おきに行い,

卵塊 数,卵 数,産 卵場所 を見取 りに よって 記録 した。これ と平

行 して,任 意に選んだアル ファル ファ20茎 につ いて,寄 生 して

い るアブ ラムシの数 を種類別 に調査 した。

結 果

ほ場において発見 された テ ン トウムシ の 卵塊 は,ナ ナホシテ

ン トウCoccinella septempunctata bruckii MULSANT,お よびナ ミテン

トウHarmonia axyridis (PALLAS)の ものであ った。両年 とも4月

中は前者 の,5月 に入 ってか らは後者 の卵塊のみ を 発見す るこ

とができた(Fig. 1)。

Fig. 1. Transition of egg batches and oviposition sites of 

lady beetles in the alfalfa field.

ナナホシテ ン トウの産卵の始 まる4月 上旬 に おける アブ ラム

シの密度は,ア ル ファル ファ1茎 あた り1匹 前後であ り,コ ロ

ニーもきわめて小 さく,4月 中旬 でも5匹 以下の 低密度であ っ

た。この時期のアブ ラムシ は ほとん どが コン ドウヒゲナガアブ

ラムシAcyrthosiphon kondoi SHINJIで あ った。

ナナホシテ ン トウの産卵場所はほ とん どが 枯葉で あ り,そ の

いずれ も下面であ った。枯葉の他には石,紙,土 塊 な どに も産

卵 され ていたが数は少なか った。 これに 対 して アル ファル ファ

の生葉 に産卵 されていたのは,1983年4月 に葉 裏で見つか った

2卵 塊のみであ った。

卵塊 の大 きさ と産卵場所 についてはTable 1に 示す ように特

別 な関係は認 め られなか った。

一方,ナ ミテン トウの産卵 時期 はナナホシテ ン トウよ り遅 く,

アブラムシの発生 の ピーク と合致 していた(Fig. 1)。

ナ ミテン トウの産卵場所 はナナホシテン トウ とは 異 な りす べ

て植物体上 であ り,枯 葉 や石 な どへ の産卵 はま った く観察 され

なかった。産卵植物 については1983年 にはアル フ ァル フ ァへの

産卵が多か ったが,1986年 にはナズナ等 の雑草 のほ うが多か っ
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Table 1. Number of eggs within an egg batch

a) Values are not significantly different at 1% level with t-test.

b) Only one egg batch.

た。卵塊 の大 きさはアル ファル ファと雑草の 間に 有意差 は認 め

られ なか った(Table 1)。

考 察

アル ファル ファほ場 においてナナホシテ ン トウ幼虫の3～4齢

期 とアブラムシの増殖 の ピーク とは 重な るが(高 橋1984),そ

のた めにはアブラムシの密度 が1茎 あた り1匹 前後の 時期か ら

産卵が開始 され る必要 がある。今 回の調査 は それ を 裏づけた こ

とになるが,そ の際問題 とな るのは 産卵場所 であ る。 シ ョクガ

バエ は一般 にアブラムシ の 増殖 の初 期に,一 つのアブ ラムシ の

コロニー に近接 して1個 の 卵 を 産付す る(DIXON, 1959)。 とこ

ろが テン トウムシでは 卵塊で 産卵が 行われ るため,増 殖初期の

小 さなコロニー に近接 して 産卵 した 場合,ふ 化直後にすでに餌

の競合 が起 こ りやす い。 この点 ナナホシテン トウは 枯葉 な どに

産卵す るため,ふ 化幼 虫は分散 しなが ら 目的の 場所 に た ど りつ

くこ とができ,し か も,そ の前に 地表面等 で 他の 小動物等 を捕

食す るこ とも可能 と考え られ,そ の間 の 共食い を最小限 に食 い

止 めるこ とができ ると考え られ る。なお,BANKS (1954)は 早春

の草地 ではアブラムシがま った く見 られない 時期 から テ ン トウ

ムシの産卵が始 ま り,石,生 葉,タ バ コの 空箱 な どに 産卵が行

われ ることを見 いだ したが,こ れ は 今回の ナナホシテ ン トウの

調査結果 と一致 している。

一方,ナ ミテン トウはアブ ラムシ の 増殖 の ピー クに産卵 を行

うた め,ふ 化直後 に餌 の 競合 が起 こるこ とは 少な く,ま た産卵

場所 につ いても,ア ブラムシが 十分にい る植物体上 に 産卵 した

ほ うが好都合 である と考 え られ る。 しか し,幼 虫が3～4齢 期に

発育す るころにはアブラムシの発生 も終 えんに近づいてお り(高

橋,1984),共 食 いや他 の小動物 を捕食 している可 能性 もある。
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